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1) IL 28B SNPのうちrs8099917の非野生型頻度は1型で13.5%, 2型で6.7%であった0
2) HCVl型でPEG-IFNαとRBV併用療法を行った患者では投与開始12過以降、有意差を持っ
てIL28B SNP野生型のほうでウイルス陰性化する0
3)多変量解析では、 IL28B SNPが野生型、治療12過までにウイルス陰性化または-2Log/ml
以上のウイルス量低下、治療前ウイルス量6.3Log/ml以下、治療前γ-GTP値正常以下が
著効と関連した。
4)現在pEG-IFNα製剤はα2aとα2bがあるが、両者の間でウイルス陰性化に差はでなかっ
たo
最終試験として論文内容および一般的な関連分野に関する試問を受け合格したので、博士(医
学)の学位論文に値するものと認められたo
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